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イブン・ワーディフ・ヤアクービー著『歴史』訳注（1）

亀谷　　学・大塚　　修・松本　隆志　訳注

【翻　訳】

本稿は西暦 9世紀（ヒジュラ暦 3世紀）の後半に著作活動を行ったイブン・ワーディフ・ヤアクー
ビーの著書『歴史 』の日本語訳注である。連載の第一回となる今回については、解題に
て著者および彼の著した『歴史』についての解説、そして、その第一部にあたる古代史部分のうち、
アダムからノアとその子孫に至る人々の記述の訳注となる。なお、解題については亀谷が、第一回
の日本語訳注部分については大塚が、それぞれ元となる原稿の作成を担当し、それをメンバー三人
によって修正を加えたものである。

〈解題〉

1．著者について

本稿で翻訳を行う『歴史』の著者は、9世紀に著述活動を行ったアフマド・ブン・アビー・ヤア
クーブ・ブン・ジャアファル・ブン・ワフブ・イブン・ワーディフ・ヤアクービー

（以下、著者をヤアクービーと呼ぶ）に比定されているが、
ここではまず著者に関する情報について整理してゆく。

（1）著者の生涯
『歴史』の著者が本文テクスト内で言及されるのは、その末尾、奥付部分の、「アッバース家の書
記イブン・ワーディフの『歴史』の現存部分はこれにて終了した

」という箇所のみである 1。ただし、後述する第一に依拠すべき写本である
マンチェスター写本の奥付部分では は後に付加されたように思われ、同様に付加部分と
して と記されている2。上記の付加部
分がどの段階で記されたかはわからないが、『歴史』の著者はこのアフマド・ブン・アビー・ヤアクー
ブ・ブン・ジャアファル・ブン・ワフブ・イブン・ワーディフ

1 以下、略号については本稿 の凡例にある略号一覧を参照。
2 『歴史』の写本については本稿 を参照。
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に比定され、いくつかの異論はあるものの、多くの研究者に受け入れられている。
ヤアクービーに関する人物情報は必ずしも豊富とはいえない。彼の事績を記した伝記情報として

最も詳しいものは、13世紀にヤークート が編纂した『文人辞典 』の記述で
あるが、それも刊本にして 行程度のものでしかない3。以下、極めて断片的な伝記情報と、彼自身
の著作から推定可能なことについてまとめておこう 。
ヤアクービーが生まれた年代と場所は不明である。伝記情報中に彼の出身地を明記したものはな

い。いくつかの先行研究ではバグダードにおいて生まれたとされるが、英訳の解題で述べられてい
るように、推測の域を出ないものであろう。彼がアルメニアにて子供時代を過ごしたというのもま
たそれほど強い証拠があるわけではない 。
ヤアクービー自身は、別の著作である『諸国誌 』の中で、彼が子供時代から様々

な地域を旅して、見聞を広めた、ということを記しているが、特定の地域が示されているわけでは
ない 。一方で、『諸国誌』の記述において、アルメニアの記述が豊富であることから、彼の人生の
ある時期において一定以上の期間アルメニアに滞在していたこと、またトゥールーン朝（

）下のエジプトに関する記述が詳細であることから、晩年はトゥールーン朝に仕えた
書記であったと推定されている。
ヤアクービーの没年についても不明瞭である。ヤークートは 年没と伝えているが、ヤ
アクービーの著作からの引用と考えられる記述には、トゥールーン朝の滅亡や、アッバース朝カリ
フ・ムクタフィー（ ）についての詩などがあることから、ヒジュラ暦 年代以
降であろうと考えられる 。
またヤアクービーについては、彼がシーア派の観点から『歴史』を記したとされることも多いが、

伝記情報などにそのような記述があるわけではない。刊本の刊行によりヤアクービーの『歴史』が
研究者に知られるようになると、その中にアリーの子孫の記述が項目立てられていることやケンブ
リッジ写本に見られる祈願文から、彼がシーア派であったという考えは一般に受け入れられていっ

3

ヤアクービー自身に関する情報をまとめた記述としては、最近刊行された英訳の解題（ ）、また
（ ）

（ ） “ ‘ EI 2

などがある。
ヤアクービーの生地をバグダードとする記事としては、EI 2や などのリファレンス
として信頼性が高いと考えられているものも含まれる。なお、英訳の解題を著したアンソニーとゴードンに
よると、この説はガストン・ワイエ のヤアクービー地理書の翻訳に始まるという（ ）。

英訳の解題によると、この説はブロッケルマンの記述に始まるという（ ）。
（ ）

（ ‘
）
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た。この問題については、何人かの研究者が論文の主題としている。ミルウォード
は、ヤアクービーが『歴史』の編纂に用いたと考えられる情報源の分析から、彼がアリー裔に対し
て有利な情報を取捨選択して編纂したという結論を導き出した9。一方ダニエル はこの通説
に対して、『歴史』のマンチェスター写本の祈願文などの分析を通じて、ヤアクービーがシーア派
的傾向を持っていたとは言えないと主張した 。最新の研究となるアンソニー の論文
では、主にムハンマドの後継者となった初期のカリフに関する記述を精査した上で、最終的にはヤ
アクービーにシーア派的傾向、すなわちアリーを正当な後継者とする考えがあったと見なしてよい
と結論されている 11。ただし、これらの議論は「シーア派」の定義付け次第で揺らぐものでもあり、
当時のアリー裔支持のあり方そのものの分析と総合して考える必要があるだろう。

（2）著作
現存するヤアクービーの著作は『歴史 』、『諸国誌 』、『人々の自らの時代
に対する翻案の書 』の三作である。このうち『歴史』につ
いては、次節で詳述するため省略し、残りの二作について簡単に紹介する。
『諸国誌』は、イスラーム世界で書かれた地理書の中でも最初期にあたる著作である。現存する
写本は三種類知られているが、完本としては伝わっていない 12。刊本として標準的なものは、19世
紀後半に編まれたアラブ地理学叢書 に採録されているデ・フー
イェ の校訂によるものである 13。翻訳としては、部分訳ではあるものの長らくヴィエ
ト による仏訳が用いられていたが、 年に後述するヤアクービー著作のすべての英語へ
の全訳が出版され、『諸国誌』はその第一巻に含まれている 。
『人々の自らの時代に対する翻案の書』は、初代正統カリフ・アブー・バクル（ ）
からアッバース朝第十五代カリフ・ムウタミド（ ）に至るカリフたちに関する

9 （ ）
“

なお同論文には、ダ
ニエル以前に様々な研究者がヤアクービーをシーア派だと捉えてきた事例についても網羅的にまとめられて
いる。

11 “ ‘ （ ）

12 三種の写本はミュンヘン写本（ ）、ベルリン写本（
）、イスタンブル写本（ ）であり、

ミュンヘン写本が残り二写本の祖本となっているという（
）。

13 ヤアクービーの『諸国誌』はイブン・ルスタ の地理書の校訂と合本されて刊行され、その表題はイ
ブン・ルスタの地理書となっている。



　

短い逸話を時代順に並べた作品である。この著作については、ミルウォードによって校訂および英
訳が行われているほか 、 年に刊行された英訳版においても訳し直されている。
その他、ヤークートによると、彼には『歴史』の他に『過ぎ去った共同体の諸情報の書

』という著作があったとされるが 、これが、現在我々に伝わっている『歴
史』のイスラーム以前について記した第一部に当たるのか、あるいは別の著作であるのかは不明で
ある。

2．『歴史』について

（1）『歴史』の構成
『歴史』の構成は、ムハンマド以前のことを記す「古代史」部分とそれ以後の「イスラーム史」
部分の二つに大きく分けられる。「古代史」部分の冒頭には写本時点で欠落があるため、残念なが
らその序にあたる記述は失われてしまっている。しかし、「イスラーム史」部分冒頭には、「イスラー
ム史」部分に関する序が記されており、そこでは「この世の存在の始まり、先行する諸共同体、分
裂した諸王国、諸民族に分かれた理由についての古くからの情報をまとめた私たちの第一の書が終
わり」と書かれているため、著者自身が二部構成を意識していたことは間違いないだろう 。この
ことから、ヤアクービーの『歴史』は、既に存在していたムハンマド以降の歴史叙述に対して、そ
れ以前の古代史を接合する試みと見なすことができる 。
古代史部分の内容は大きく分けて二つに分けられる。冒頭のアダムの記述からイエスの記述まで

は、旧約聖書に基づくユダヤ教の系譜が語られ、それが直線的にイエスの伝記に接続されるまで続
いてゆく。その後には、「シリアの諸王」「モスルとニネヴェの諸王」といった様々な地域の事情が
それぞれの地域ごとに語られ、最後にアラブの章が配されて、第二部冒頭のムハンマド伝部分へと
接続するようになっている。
なお、第一部古代史部分のライデン版刊本での大まかな内容を示すと以下の通りとなる。

“
（ ）

ただし、マンチェスター写本においては、 末尾において第二巻 に続く旨が朱字で記
されており、 はバスマラから開始されている。
ただしマンチェスター写本においては、概ね 葉程度ごとに巻 の区切りが挿入されており、全体で十巻
に分割されている。これは上記の第一部、第二部の境界と一致していないことから、ヤアクービーの元々の
著作にあった区分ではなく、書写の過程で行われた区分であろうと考えられる（ ）
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　　 旧約伝承～イエスまで　　　　　　　　　　諸国の歴史
アダム
ノア
アブラハム
モーセ
モーセ以後の預言者たち
ダヴィデ
ソロモン
ソロモン以降の諸王
イエス

シリアの諸王
モスルとニネヴェの諸王
バビロンの諸王
インドの諸王
ギリシア人たち
ギリシャとローマの諸王
ローマの諸王
キリスト教徒のローマの諸王
ペルシアの諸王
ジャルバーの諸王
中国の諸王
コプトのエジプトの諸王
ベルベルとアフリカの王国
エチオピアとスーダーンの王国
ブジャの王国
イエメンの王国
シリアの諸王
ヒーラの諸王
キンダ族の戦い
イスマーイールの子ら
アラブの諸宗教
アラブの支配者たち
アラブの当て矢
アラブの詩人たち
アラブの市場

第二部イスラーム史部分は、ムハンマド伝から始まり、その後は各カリフごとに章分けされてい
る。その大きな枠組みの中に、アリー家のイマームたちに関する情報が埋め込まれており、その死
亡に関するタイトルの後に記述される。アリーを除く三人の正統カリフ、および、ウマイヤ朝、
アッバース朝期のカリフのタイトルは「～～の日々 」で記される一方、アリーとハサンにつ
いては「～～のカリフ期 」という語が用いられている。
なお、第一に依拠すべき写本となるマンチェスター写本（後述）では、節タイトルとみなしうる

箇所について、朱字で記されていることが多いが、特に第一部古代史部分については、必ずしも統
一の取れたものとなっているわけではないため、本稿の中の節分けについては原則として底本とし
た刊本に基づいて行っている。

（2）『歴史』の写本
現存する『歴史』の写本は以下の二種である 19。

19 写本に関しては英訳の写本に関する解題を参照（ ）。なお、ブロッケルマンがEI1においてトルコのト
プカプ宮殿図書館に、以下の二種の写本とは別の写本が所蔵されていると記しているが、この写本の現存は
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マンチェスター写本（ ）
　 、 葉、31行、 年頃書写（ ）
ケンブリッジ写本（ ）21

　 、239葉、31行、 年ラビーウ・アルアーヒル月末日／ 年 月 日書写
初め、ハウツマ によるライデン版の刊本の底本として用いられたのはケンブリッ
ジ写本であった。しかし、 年には、ジョンストーン によってマンチェスター写
本がより古いものであって、より重要な写本であることが指摘された 22。ジョンストーンが指摘す
るように、実際にその二つの写本を比較しながら読んでみると、マンチェスター写本がよりよいテ
クストを伝えていることは明らかである。しかしながら、マンチェスター写本を用いて校訂テクス
トとして全面的に更新する試みはなされず、ヤアクービーの著作を専門に扱う研究を除いては、依
然としてライデン版のテクストが使用される状況は続いた。
両写本はいずれも冒頭の序文部分を欠いており、アダムに関する逸話の文の途中から始まってい

るため、ヤアクービーが第一部を記すにあたって意図したことなどについては不明となっている。
なお、マンチェスター写本においては、冒頭が欠葉になっている一方、ケンブリッジ写本では、そ
の体裁から考えて欠葉ではないものの、冒頭がかけている写本から写したために途中から始まる形
になっている、と考えられる。また、赤字箇所の処理などからも、ケンブリッジ写本はマンチェス
ター写本から書き写されたものであると見なしてほぼ間違いないであろう。
なお、本翻訳では、マンチェスター写本を 、ケンブリッジ写本をCと略して示すこととし、底
本とする刊本との間に異同がある場合は、それを注釈で示した（詳細は凡例を参照されたい）。

（3）『歴史』の刊本・翻訳
『歴史』のテクスト全体の校訂としては、ライデン版が挙げられる。

（
）

これはオランダの東洋学者ハウツマの手になるもので、 年に刊行された。ハウツマは、
年から 年にかけてデ・フーイェの主導のもと行われていたタバリー『諸預言者と諸王の歴史

』のライデン版刊本の校訂にも参加し、第三シリーズの中のヒジュラ暦
年の部分を担当していた。その一方で、ヤアクービーの校訂に関して、ハウツマはデ・フー

確認できていない（
（ ） ）。

21

22 （ ）
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イェの助力を大いに得たという 23。ハウツマの校訂テクストは、前述のように信頼性に劣るケンブ
リッジ写本のみを用いたものであるが、そこに加えられたクルアーン引用に関わる注釈や他の著作
との比較による単語の確定については未だ有用な部分も多く、現在に至るまで、少なくとも欧米の
初期イスラーム研究者の間では定本として用いられている。本訳注においても、両写本、特にマン
チェスター写本を常に参照しているものの、原則としてこのライデン版刊本を底本として翻訳を作
成した。
その後、アラブ世界においても、おそらくはハウツマの校訂テクストを利用して、いくつかの刊

本が刊行されているが、ハウツマの校訂以上に用いられるようにはなっていない。アラブ圏で出版
された刊本については以下のようなものがある。

翻訳としては、 世紀にその第一部古代史部分についての抄訳が行われている。

は第一部古代史部分のイエスに至るまでのオランダ語への翻訳（未見）。
“

はイエス伝部分の英語への抄訳。

（ ）
はモーセから始まりイエスの記述の直前までの英語への部分訳。

（ ）
はイエス伝のフランス語への部分訳。

は同訳者によるアダムからイエス伝に至るまでのフランス語への部分訳（未見）。
全訳としてはまず、ペルシア語への翻訳である

がある。

23 ハウツマの履歴についてはヨーハン・フュック著、井村行子訳『アラブ・イスラム研究誌： 世紀初頭まで
のヨーロッパにおける』（法政大学出版局、 年） 頁を参照。またハウツマのタバリー『諸預言者
と諸王の歴史』のライデン版刊本校訂への参加については、同書 頁を参照。
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英語への全訳は近年初めて行われた。

これは現存するヤアクービーの三つの著作をすべて英訳したものであり、そのうち第二巻が『歴
史』第一部の古代史部分、第三巻が『歴史』第二部のイスラーム史部分となっている。なお、写本
などの情報については、第一巻の全体の解題部分に記されている。このゴードンらによる英訳で
は、参照すべき主要な写本としてマンチェスター写本が用いられるなど、現時点で最良の翻訳と
なっている。
翻訳に当たっては、全訳となっているゴードンらの英訳とペルシア語訳を主に参照しながら、適

宜その他の翻訳も確認して最終的な訳稿を作成した。

〈訳注について〉
本訳注は、当初 年より二年間の研究期間で行われた公募研究「中世イスラーム世界におけ
る「古代」の継承と創造」（新学術領域研究「現代文明の基層としての古代西アジア文明─文明の
衝突論を克服するために─」（代表：常木晃）、課題番号 ）の中で、当該課題のメンバー
である亀谷学、大塚修、松本隆志によって計画されたものである。当初、当該研究課題の終わる

年 3月にそれまで日本語訳を行っていた『歴史』古代史部分の一部（「イエス」「ペルシアの諸
王」「イエメンの王国」）を、冊子として配布する予定であったが、諸般の事情により年度内の刊行
は実現しなかった。その後、ゴードンらの英訳が刊行されたことにより、翻訳の出版に関して再検
討が行われたが、日本語訳を出版する意義は失われていないという結論に至ったため、若干のイン
ターバルを経た 年度末より日本語訳の刊行に向けた動きが再開され、既に日本語訳が手元に
ある部分からではなく、『歴史』の冒頭から日本語訳の掲載を行うという形で、新規蒔き直しが行
われた。また、平成29（ ）年度弘前大学若手・新任研究者支援事業として採択された課題「イ
スラーム以前のアラブ・ペルシア関係とアラビア語世界史叙述」の成果の一部でもある。これらの
研究助成に感謝したい。
ヤアクービーの『歴史』は、必ずしも典型的とはいえないものの、アッバース朝中期までのイス

ラーム世界において、どのようにイスラーム以前の「古代史」とイスラーム勃興以後の歴史がつな
ぎ合わされて語られたのか、ということついての一つの例を提示してくれる史料である。英訳とし
ては、大著であるタバリー『諸預言者と諸王の歴史』をはじめ、いくつかの翻訳が既に行われてい
るが、本邦では未だこの時期のイスラーム世界における「普遍史」「世界史」の学術的な日本語訳
注は行われていない 。その意味で、この日本語訳注が、初期イスラーム時代史を学ぼうとする者

タバリーの『諸預言者と諸王の歴史』の古代史部分については、座喜純・岡島稔両氏による翻訳が
にて購入可能な電子版として、現時点でその冒頭からペルシャ諸王伝部分まで作成されている（アブー・

ジャアファルッ・タバリー著、座喜純・岡島稔訳『歴史』第一巻～第四巻）。ただし、注釈は付されていない。
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のみならず、広く「歴史」というカテゴリーで括られる著作やそれについての考え方に関心を持つ
人々にとって、イスラーム世界に関して参照できるものとなれば幸いである。

〈今回の翻訳部分の解説〉
本号に掲載する翻訳は、いわゆる『旧約聖書』「創世記」に遡る情報を基盤とする、神による天
地創造からアダムとイブの逸話、ノアの洪水を経てアブラハムの直前までの部分である。
これらの部分について、ヤアクービーは、キリスト教徒の手によるシリア語の著作『宝の洞窟

』の情報に依拠しているということが、古くから指摘されてきた 。
『宝の洞窟』はその写本においてシリアのエフライム（西暦 世紀頃）に帰されることがあるも
のの、現在までその著者は不明とされている作品であり、アダムからイエス・キリストに至るまで
の情報が記されている著作である 。ヤアクービーはこの著作を典拠として示してはいないが、両
者に共通する二つの特徴から、『宝の洞窟』あるいはそれを引用した著作を参照して『歴史』の当
該部分を記したものと考えられる。
共通する特徴の第一は、アダムの遺体が「宝の洞窟」に運び込まれ、それを守ることがその子孫

に重要な役目として受け継がれるという語りの構造である。ヤアクービーの『歴史』においては、
その洞窟について、アラビア語で二度 （＝宝の洞窟）として言及されている 。
そしてもう一つは、アダムから始まる旧約的な伝承記述の中に、天地創造から 年ごとに、

彼が何歳の時代に 年が経った、 年が経った、という千年紀の区切りを明示する記述が挟
まれることである。これは初期のキリスト教徒が記した歴史叙述に現れるものであり、ヤアクー
ビーは 年までそれを記している（ 年、 年については記載されていない）。これもまた、

　　なお、アラビア語で記された中世イスラーム世界の歴史叙述の日本語訳としては、イブン・アッティクタ
カー著、池田修ら訳『アルファフリー：イスラームの君主論と諸王朝史』全二巻（平凡社、 年）がある。

（ ）

　　上記のグリフィス によると、シリア語聖書であるペシッタとの並行箇所もあり、その箇所について
は、 に列挙されているという（ ）。
シリア語刊本として、

および
（ ） が

あるほか、英訳

、解題及び注釈として
が

ある。またシリア語歴史叙述伝統の中での位置付けについては

も参照。
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『宝の洞窟』の叙法を踏襲したものであると考えられる。
また、ヤアクービーの歴史には『旧約聖書』本文テクストや西暦 1世紀のユダヤ人歴史家である

フラウィウス・ヨセフスが天地創造から彼自身の時代までを記した『ユダヤ古代誌』などにも見あた
らない記述が見られるが、その中のいくつかのものは『宝の洞窟』に基づいたものと考えられる。
なお、「宝の洞窟」に関する言及はタバリーやマスウーディーの歴史書の中のアダムに関する記

述にも登場する 。これがヤアクービーの『歴史』からの影響であるのか、ヤアクービーの『歴史』
以前からイスラーム世界における『旧約聖書』関連の捉え方の中で一般的なものであったかは不明
であるが、当時のアラビア語歴史叙述に対するシリア語文献からの影響は従来考えられてきたより
も大きかったと想定すべきかもしれない。
とはいえ、ヤアクービーは『宝の洞窟』を引き写すに留まっていたわけではなく、イスラームの

立場、また 9世紀という時代を背景とした知識をこの部分にも織り込んでいる。
例えば、アダムの堕天やノアの洪水などが語られる際に、それぞれの人物に関してクルアーンの

中で言及がある場合、クルアーンの文言を用いながら逸話を書き直している。ヤアクービーが『宝
の洞窟』などの典拠を直接シリア語で参照していたかはわからないが、彼自身がアラビア語で著述
する時に、クルアーンの文言を交えながら書き記していったということになるだろう。
また、エノクがクルアーンに伝えられる預言者イドリースであることを言及したり 29、ナホルの
時代の記述において、アラビア半島にいたとされるアード族の預言者フードやサムード族の預言者
サーリフの逸話を挿入するなど 、旧約聖書の系譜に基づく直線的な歴史叙述の中に、イスラーム
的色合いの濃い伝承をどのように配置してゆくかという点にも腐心していたように見受けられる。
その他、ノアの三人の息子であるセム、ハム、ヤペテから様々な地域の民族が生まれてきたとい

う語りは、旧約聖書でも同様の語りが行われるが、その中に登場する地域や民族名は、ブルガール
や中国 などを含むものであり、9世紀のアッバース朝期における世界認識の広がりを

反映したものとなっている 31。

タバリーはアダムの墓の場所については意見が分かれているとしつつ、一説として、「彼はメッカにあるア
ブー・クバイスの洞窟 に埋葬された。それは「宝の洞窟 」という洞窟であった」と記してい
る（

）。マスウーディーは「宝の洞窟」という表現は使わないが、アブー・クバイ
ス山に葬られた説を記している（

）。
29

31
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〈凡例〉
・本稿は、ヤアクービーの著書『歴史 』の日本語訳である。訳注にあたっては、

の刊本（ ）を底本とする。なお、本訳注での「刊本」は
原則としてこのライデン版刊本を指すこととする。

・底本とした刊本とあわせて、現存する二つの写本、特に、よりオリジナルなテクストを保存して
いると思われるマンチェスター写本を参照した。刊本と写本の間の、あるいは写本間の相違につ
いては、脚注で示したが、その際マンチェスター写本については 、ケンブリッジ写本について
はCという略号で示した上で、そのフォリオ番号を付した。
・必要に応じてゴードンらによる英訳（ ）を参照した。その際は脚注においてEとい
う略号で示し、ページ数を付した（英訳は三巻にわたり、『歴史』は第二巻、第三巻にあたるが、
ページ数が全巻を通じて連続しているため、巻数は省略する）。その他の翻訳については、通常
どおり文献を挙げた。

・［　］はテクスト上の脱落を示し、あるいはそれを補う場合に用いる。
・（　）は文脈や指示するものを明確にするための補いを示す。
・ [　 の中の数字によって、底本となる刊本での当該ページの記述のおおまかな開始点を示した。
・クルアーンからの引用箇所については、《　》で囲んだ上で太字とし、脚注にて略号 、章番号、
節番号によって参照元を示した。なお、日本語訳は中田考監修、中田香織・下村佳州紀訳『日亜
対訳クルアーン：［付］訳解と正統十読誦注解』（作品社、 年）に基づくが、文脈に合わせて
若干の修正を加えた部分もある。
・アラビア文字のラテン文字転写については、大塚和夫ら編『岩波イスラーム辞典』（岩波書店、

年）に準ずる。日本語への音写についても原則として同書の転写法に準ずるが、定冠詞の
後の=についてはこれを記さない方式を採る。
・初出の固有名詞や、訳出上重要と思われる単語や文については、その直後にアラビア語のラテン
文字転写を付した。
・旧約聖書に記述のある人名については原則として、松田伊作ほか編『旧約聖書』全 巻（岩波
書店、 年）に従う。これに記述のないものについては、アラビア語原音の転写を原則
とする。

・地名については一般に用いられているもの（例：メッカ、メディナ）を除いてアラビア語の原音
に従った。

・訳注本文の段落については、刊本の一段落が極めて長いため、訳者が内容上適切であると判断し
た箇所で段落を分けた。

・祈願文については、統一された基準で取捨することが困難であったため、原則として省略するこ
ととした。

・アラビア文字をラテン文字に転写する際に、母音が不明な場合は、その単語に含まれる文字の音
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価をそのまま大文字で記した。また、弁別点等の問題を含めて、形を示して比較することが必要
と判断した場合は、アラビア文字で記す場合もある。

・本稿で文献表示の際に用いられる略号は以下のとおりである。なお、事典類については、文献表
示の際はその項目名で表示し、ページ数は省略する。

（ ）（ライデン版刊本）
（マンチェスター写本）
（ケンブリッジ写本）

EI1

EI 2

（ ）
EIr （た
だし多くの場合ウェブ版 を利用した）

EIs

『新イスラム事典』：嶋田襄平ら編『新イスラム事典』（平凡社、 年）
『岩波イスラーム辞典』：大塚和夫ら編『岩波イスラーム辞典』（岩波書店、 年）

・本稿の記述においてはシリア暦とヒジュラ暦の双方が用いられている。その月名は以下のとおり
である。なお、シリア暦もアラビア語での読みを示している 32。

　シリア暦 　ヒジュラ暦

ティシュリーン・アルアウワル
ティシュリーン・アルアーヒル
カーヌーン・アルアウワル
カーヌーン・アルアーヒル
シュバート
アザール
ニーサーン
アイヤール
ハズィーラーン
タムーズ
アーブ
アイルール

ムハッラム
サファル
ラビーウ・アルアウワル
ラビーウ・アルアーヒル
ジュマーダー・アルウーラー
ジュマーダー・アルアーヒラ
ラジャブ
シャアバーン
ラマダーン
シャウワール

11ズー・アルカアダ
ズー・アルヒッジャ

32 シリア暦の月名のカナ表記は山本啓二、矢野道雄訳「アブー・ライハーン・ムハンマド・イブン・アフマド・
アル＝ビールーニー著『占星術教程の書』（2）」『イスラーム世界研究』 （ ）、 頁に従った。
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〈訳注〉
[ 2 ] 慈悲あまねく慈悲深き神の御名において 33

［脱落］。彼［アダム ］は、神が創ったものの中で、楽園 以外の何ものにも満足し
なかった。アダムは楽園にある恩恵を見て、「もし永遠に留まる手段 があったならばなあ」
と言った。そして、悪魔 がその言葉を彼から聞いた時、悪魔は彼に欲望を向け、そして涙した。
アダムとエバ は彼が涙しているのを見て、彼に対して「何がお前を悲しませるのか」と言っ
た。すると彼は言った。「お前たちはここを去ることになるだろう」と。そして、《「おまえたち二
人の主がおまえたちにこの木を禁じ給うたのは、おまえたちが天使となるか、永遠に生きる者とな
るからにほかならない」。そして彼は二人に誓った。「まことに私はおまえたちに対する忠告者たち
（の一人）である」》。アダムとエバが身につけていた衣は光であった。《それで二人が木（の実）
を 味わうと陰部が顕となった》39。ところで、啓典の民の考えでは、アダムが楽園に入る前に地
に居たのは 3時間で、木［の実］を食べた結果、二人の陰部が二人に顕になる以前に 3時間、アダ
ムとエバは恩恵と寛大さの中に居たのである。アダムの陰部が顕になった時、木の葉を手に取り、
それを自らの上に置き、叫んだ。「見てください、主よ、私は裸でおります。私は貴方が私に禁じ
た木［の実］を味わってしまったのです」と。すると神は「お前が創られた地に戻れ。われは空に
住まう鳥と海に住まう魚を、お前とその子孫に支配されるものとした」と言い、アダムとエバを二
人が居たところから追放した。それは、[ 3 啓典の民が語っているところでは、金曜日に 9時間で
起こった出来事である。
二人は地上に降り立ったが、彼らは悲嘆に暮れ涙していた。さて、二人が降り立ったのは、地上

の山々の中でも、楽園により近い山の上だった。その山はインドの地 にあった。一方

33 この文句はマンチェスター写本には存在しない。マンチェスター写本の冒頭部（おそらくは1葉）は脱落して
おり、 という文句に始まる。冒頭の文章の脱落後、この文句の上部に、後世の者の手により

という書名が書き込まれている（ ）。一方、
ケンブリッジ写本では、この書名の最後に見られる祈願文にさらに別の祈願文が重ねられ、これを正式な書
名としてタイトルページに記されている（ ）。さらには、本来は文章途中であるはずの‘ という
文句が冒頭部に置かれ、その前にバスマラが加筆された形になっている（ ）。ただし、校訂者は写本に
見えるバスマラの後半部は翻刻していない。
冒頭に とあるが、これ以前の文章がないため、訳出は不可能。
両写本では、 （ ）。英訳では写本に基づいたと断った上で「蛇 」と訳出されている（
）。『宝の洞窟』ではここで楽園 に満足していることが述べられているため、刊本の解釈を採った

（ ）。
両写本では、 （ ）。

。
校訂者はこの部分が『クルアーン』からの引用であることに気付かなかったらしく、前置詞 を補っている。
引用でなかったとしても、そもそも、 は直接目的語をとれる動詞であるので、この補足は不要ではない
か。

39 。
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で、メッカ に位置する山アブー・クバイス の上だったと主張する者たちもいる。
アダムが住んだのは、その山にある「宝の洞 」と彼が名付けた洞窟で、神にその
洞窟を神聖なものとするように祈願した。また、アダムが降り立った時、楽園を離れたことに対し
て彼は涙を多く流し、悲嘆に暮れ続けたと伝える者もいる。それから、神は彼に啓示を授けた。ア
ダムは言った。「《あなたのほかに神はありません。称えあれ》。称賛あれ。《私は悪を行い、そし
て自分自身に不正をなしました。私を赦し給え》。あなたは《よく赦し給う慈悲深い御方》」と。
《それからアダムは彼の主から御言葉を授かり、彼の許に顧み戻り給うた》。神は《彼を選び》、彼
がかつて住んでいた楽園から彼に黒石を授けた。そして、それをメッカに運んで行き、黒石のため
に神殿を建てるように命じた。かくして、彼はメッカに入り、神殿を建て 、その周りを廻ったの
である。神は彼に対して、神のために犠牲を捧げ 、神に呼びかけ、神の栄光を称えるように
命じた。その後、ジブリール がアダムとともに出発し、アラファート で立ち止まった。
ジブリールはアダムに「この場所こそが、お前の主が自分のために立ち止まるように命じた場所で
ある」と言った。そして、彼とともにメッカに向かった。すると、悪魔が彼の前に立ちはだかった。
ジブリールはアダムに「投げなさい」と言った。アダムは小石を悪魔に投げつけた。それからアダ
ムはアブタフ に入った。そこでは天使たちが彼を迎え入れ、言った。「アダムよ、お前の巡
礼はつつがなく実行された。我らはお前の前に二千年間もこの神殿に巡礼を行っていたのだ」と。
神はアダムに小麦を授け、自ら働いて食べるように命じた。そこでアダムは、耕して種を蒔いた。

その後刈り入れた。その後脱穀した。その後挽いた。その後こねた。その後パンを焼いた。彼はや
り遂げた時、額に汗をかいていた。その後食べたのであった。空腹が満たされると、彼の腹の中に
あったものが重くのしかかった。すると、ジブリールが彼のもとに降りてきて、彼の両脚を広げた。
彼の胃の中にあったものが外に出ると、悪臭がした。そこで「この臭いは何か」と言うと、ジブリー

メッカの東端に位置する聖なる山。ムスリムの伝承によれば、神に作られた最初の山で、アダムなど初期の
人間がそこに葬られたとも言われる。また、月が裂けた時、この山の上にムハンマドが居たとされている（

EI 2）。
。刊本では『クルアーン』からの引用とはされていない。
。
。『クルアーン』 章の以上の箇所はモーセの言葉であるが、単語が完全に一致している（ ）。

刊本では『クルアーン』からの引用とされていない。
。ただし刊本では、 が『クルアーン』からの引用とはされていない。
。英訳では誤って「22節」だと注記されている（ ）。

刊本の底本とされたケンブリッジ写本では の文句が破損のため読めず（ ）、刊本では角括
弧で推測された文句が補われている。ただし当該箇所はマンチェスター写本には、 とあり（
）、校訂者の推測が正しかったことが確認された。
両写本では、 となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。
メッカにある聖モスクから東に約 離れた広大な原野。中央に位置するラフマ山では、地上に降りたアダ
ムとエバが再会したとも言われる。メッカ寄りの場所にナミラ・モスクがあり、そこでは、巡礼期間中に巡
礼の説教が行なわれる。巡礼月9日にはウクーフが行なわれる（森伸生「アラファ」『岩波イスラーム辞典』）。
メッカからメディナ方面に向かって約 の地点にある地域（ EIs）。
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ルは彼に対して「小麦の匂いだ」と答えたのである。
アダムはエバと交わり、エバは身ごもって、[ 一人の男の子と一人の女の子を儲けた。その男
の子はカイン と、女の子はルービザー と名付けられた。その後彼女は身ごもり、一人
の男の子と一人の女の子を儲けた。その男の子はアベル 、女の子はイクリーマー と名
付けられた 。アダムの子たちは成長し、結婚の年齢に至ると、アダムはエバに「カインに命じて、
アベルとともに生まれたイクリーマーと彼を結婚させなさい。また、アベルに命じて、カインとと
もに生まれたルービザーと結婚させなさい」と言った。その結果、カインは、自分とともに生まれ
た姉妹とアベルが結婚したことについて、アベルを妬んだのであった。また、次のように伝える者
もいる。神は、アベルに対して、楽園の天女を授け、彼女と結婚させた。一方で、カインに対して
は、ジンニーヤ を遣わし彼女と結婚させた。その結果、カインは、天女の件について、弟
を妬んだのであった。するとアダムは二人に対して「犠牲を神に捧げなさい」と言った。そこでア
ベルは農作物の中からイチジクを捧げ、カインは家畜の中から最も良い羊を神のために捧げた。こ
れに対し、神はアベルの生贄を受け入れた一方で、カインの生贄を受け入れなかった。そしてカイ
ンは、ますます妬み羨むようになった。悪魔 がカインに弟を殺すように唆すと、カインは
弟の頭を石で砕き、殺害したのであった。それ故に、神はカインに対して立腹し彼を呪った。そし
て、聖なる山からノド と呼ばれる地へと追放した。アダムとエバは長い間アベルのことにつ
いて嘆き続け、それは、流れ出た二人の涙は河のようであったと言われるほどであった。
そして（また）アダムはエバと交わり、エバは身ごもり、一人の男の子を儲けた。それは、アダ

ムが 歳になった後のことである。男の子はシェト と名付けられた。彼は子どもたちの中
で最もアダムに似た者となった。その後アダムはシェトを結婚させ、彼には男の子が生まれた。そ
れは、彼が 歳になった後のことである 。男の子はエノシュ と名付けられた。その後エノ
シュには男の子が生まれ、彼はケナン と名付けられた。その後ケナンには男の子が生まれ、
彼はマハラルエル と名付けられた。これらの者たちはアダムの生前、アダムの時代に生ま
れたのであった。

両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。以下同様
ルービザーとイクリーマーの名前については、『旧約聖書』やフラウィウス・ヨセフス『ユダヤ古代誌』には
登場しないが、『宝の洞窟』には同様の名前で登場する（ ）。
ジンニーヤは女性のジンのこと。
両写本では となっているが（ ）、『旧約聖書』「創世記」 章 節の記述をふまえ、ここでは
刊本に従った。ノドの地はエデンの東に位置するとされる。
両写本にはシェトの名の上に「その意味は神の贈物 」という文句があるが（ ）、
もともと本文にあった記述が補われたものなのか、後世の書き込みであるのかは不明。
『旧約聖書』「創世記」章 節では、アダムが 歳の時にシェトが生まれ、そのシェトが 歳の時にエノシュ
が生まれたとなっており、つまり、これはアダムが 歳の時だということになる。これについて言及のあ
る他の文献でも年齢についてはかなりの異同があり、この箇所でアダムとシェトのどちらを指しているかは
不明である。
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死がアダムに訪れた時、息子のシェト、その子たち、[ ]その孫たちがアダムのもとにやって来
た。するとアダムは彼らのために神の祝福があるように祈り、神の祝福を祈願した。そして、シェ
トに遺言をして、命じた。「私の身体を守り続けなさい。死んだ暁には宝の洞窟に安置しなさい。
そして、お前の子たちや孫たちに、山から下りる時には私の身体を恭しく運び出し、大地の中央に
安置するように言い遺し、彼らが死んだ際にも後の世代に言い遺すようにしなさい」と。さらに、
アダムは息子シェトに命じた。「私の後、一族の指導者となり、神を敬い神を良く崇拝するように
命じなさい。そして、呪われしカインとその一族と交わることを禁じなさい」と。その後、アダム
は自分の子どもたちと彼らの妻や子どもたちのために神の祝福があるように祈り、死んだ。それ
は、ニーサーン月 日金曜日の、彼が創造されたまさにその時刻のことであった。彼の生涯は合計
年間であった。

［アダムの子シェト］
アダムが没した後、息子シェトが指導者となった。シェトは常に、彼の民に神を敬い、敬虔な行

いをするように命じていた。ところで、彼らは神を称え崇拝していた。そして、彼らの妻や子ども
たちの間には、敵意をむき出しにすること、お互いに妬みあうこと、お互いに憎しみ合うこと、疑
うこと、嘘をつくこと、約束を破ることはなかった。彼らの一人が誓いを立てようとする時には、
「まさにアベルの血にかけて 」と言っていた。死がシェトに訪れた時、彼の息子と
その子孫、すなわち、エノシュ、ケナン、マハラルエル、イェレド 、エノク 、そして、
彼らの妻 や子どもたちが彼のもとにやって来た。シェトは彼らのために祈り、神の祝福を祈願し
た。そして、彼らに命じて、アベルの血にかけて神に誓わせた。彼らのうち誰一人としてこの聖な
る山から下りることのないように、彼らの子孫のうち誰一人としてこの山から下りさせないよう
に、そして、呪われしカインの一族と関係を持つことのないように、と。そして、息子エノシュを
後継者とし、アダムの身体を守ること、神を畏れること、また、民に神を敬い、敬虔な行いをする
ことを命じるよう、彼に指示したのであった。その後、アーブ月 日火曜日の日中第 3刻

にシェトは死んだ。彼の生涯は912年であった。

[ シェトの子エノシュ
シェトが没した後、シェトとアダムの遺言を守ったのは、シェトの子エノシュであった。彼はよ

く神を崇拝し、彼の民に神を敬うように命じていた。ところで、呪われしカインが殺されたのは、

両写本にはこの部分は存在していないにもかかわらず（ ）、刊本や英訳（ ）では断りなく補
われている。
刊本の底本とされたケンブリッジ写本では の文句が破損のため読めず（ ）、刊本では
角括弧で推測された文句が補われている。当該箇所はマンチェスター写本には、 とあり
（ ）、校訂者の推測が正しかったことが確認された。
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彼の時代であった。盲目のレメク がカインに石を投げ、彼の頭を砕いたのである。かくして
カインは死んだ。 歳になった後、エノシュにはケナンが生まれた。死がエノシュに訪れた時、
彼の息子たちとその子孫、すなわち、ケナン、マハラルエル、イェレド、エノク、メトシェラハ

、そして、彼らの妻や子どもたちが彼のもとに集まった。エノシュは彼らのために祈
り、神の祝福を祈願した。そして、彼らが聖なる山から下りること、また、彼らの子孫に属する者
に呪われしカインの一族と関係を持つように呼びかけることを禁じた。そしてケナンを、アダムの
身体についての後継者とし、彼らにケナンのもとで礼拝を行い、神を大いに崇拝するように命じた。
彼はティシュリーン・アルアウワル月 3日の日没時に死んだ。彼の生涯は 年であった。

エノシュの子ケナン
エノシュの子ケナンが指導者となった。ケナンは温和で、敬虔で、神を畏れる男 だった。

彼は彼の民とともに神に従い、良く崇拝し、アダムとシェトの遺言を遵守した。 歳になった後、
彼にマハラルエルが生まれた。彼の死の時がやって来た時、彼の息子たちとその子孫、すなわち、
マハラルエル、イェレド、メトシェラハ、レメク 、そして、彼らの妻や子どもたちが彼のも
とに集まった。ケナンは彼らのために祈り、神の祝福を祈願した。その上で、誰一人としてこの聖
なる山から下りて呪われしカインの一族のもとに行かないことを、アベルの血にかけて彼らに誓わ
せた。そしてマハラルエルを後継者とし、アダムの身体を守るように彼に命じ、ケナンは死んだ。
彼の生涯は 年だった。

[ ]ケナンの子マハラルエル
そしてケナンの後に指導者になったのはケナンの子マハラルエルであった。マハラルエルは、彼

の民とともに神に従い、ケナンの遺言を遵守した。 歳になった後、彼にイェレドが生まれた。
死がマハラルエルに訪れた時、息子イェレドを後継者とし、彼にアダムの身体についてのことを任
せた。その後マハラルエルは、ニーサーン月 2日日曜日の日中第 3刻に死んだ。彼の生涯は 年
だった。

マハラルエルの子イェレド
そしてマハラルエルの後に指導者になったのはイェレドであった。イェレドは、神を信仰する男

で、神への行いと神に対する崇拝が完璧で、昼夜を問わず多くの礼拝を行う者であった。故に神は、
彼の寿命を長くしたのである。 歳になった後、彼にエノクが生まれた。ところで、第 1千年紀
が終わった時、イェレドは 歳だった。イェレドの生涯のうち 年の時が過ぎた時、シェトの一
族は、彼らの間に存在していた契約と協定を破った。遂に彼らは、カインの一族が住まう地に下り
始めたのであった。彼らがその地に下りた契機は次の通りだった。悪魔 が人間たちの中か
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ら二人の悪魔の如き者 を手中に収めた。その一人の名はユバル と言
い、もう一人の名はトバル・カイン と言った 。悪魔はこの二人に対してあらゆる歌と
笛を教え込んだ。すると、ユバルは横笛、マンドリン、リュート、笛 を発明し、トバル・カ
インは太鼓、タンバリン、シンバルを発明したのである。さて、カインの一族には、悪魔がいなかっ
たならば 、彼らを夢中にさせる行いや語りはなかった。そして彼らは、禁止
された罪深き行為に手を染め、犯罪に手を染めることに合意したのであった 。そして、それに関
しては、若者よりも年老いた男女の方が激しかった。かくして彼らは [ ]集まり、横笛を吹き、太
鼓、タンバリン、リュート、シンバルを打ち鳴らし、大声を出し笑っていた。すると、山に住むシェ
トの一族は彼らの声を聞いた。そのうち 人の男が山を下ってカインの一族のもとに行き、その
音の正体を確認することで合意した。その一件がイェレドの耳に入ると、イェレドは彼らのもとに
行き、彼らのために神に懇願した。そして、彼らの父祖の遺言を思い出させ、アベルの血にかけて
誓わせたのである 。その中からイェレドの息子エノクが立ち上がり、言った。「知るがよい、お前
たちの中で我らの父イェレドに歯向かい、我らの父祖との契約を破り、我らの山から下りし者に対
しては、我らは未来永劫、山に登る許しを与えはしないことを」と。しかし彼らは、山を下りる以
外の選択肢を拒んだ。そして山を下りると、醜行に手を染めた後に、カインの一族の女性たちと交
わったのである。イェレドに死が訪れた時、彼の息子たちとその子孫、すなわち、エノク、メトシェ
ラハ、レメク、ノア が彼のもとに集まった。イェレドは彼らのために祈り、神の祝福を祈願
した。そして、彼らが聖なる山から下りることを禁じた。しかし彼は「お前たちは下の大地へとど
うしても下りざるを得なくなるだろう。その時に、お前たちのうちで最後に 山を下りる者は我ら
の父アダムの身体を伴って下り、それを大地の中央に安置してもらいたい。アダムが我らに言い遺
した ように」と言った。そして息子エノクに対して、宝の洞窟の中で祈り続けるように命じた。
その後、アザール月 1日金曜日の日没時にイェレドは死んだ。彼の生涯は 年だった。

両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。これ以降の名前も同様。
マンチェスター写本では に、ケンブリッジ写本では となっているが（ ）、こ
こでは刊本に従った。これ以降の名前も同様。
『旧約聖書』「創世記」 章 節に登場するカインの 代目の子孫レメクの二人の息子のこと。そこでは、
ユバルはレメクとアダの子で、竪琴と笛を奏する者全ての父祖とされ、一方のトバル・カインはレメクとツィ
ラの子で、青銅と鉄を扱う全ての者の父祖とされている。ただし、『宝の洞窟』では、二人は盲目のラメクの
息子とされている（ ）。
刊本で底本とされたケンブリッジ写本には「 」と文字の識別点が打たれておらず、校訂者はこれを「 」
と読んだ。一方で、マンチェスター写本にははっきりと「 」と識別点が打たれており、意味も妥当であ
ることからマンチェスター写本の表記を採用した（ ）。
マンチェスター写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従い と読んだ。
マンチェスター写本では （ ）となっているが（ ）、ここでは刊本に従い と読んだ。
刊本では となっているが、両写本には とある（ ）。ここでは写本に従った。
刊本では となっているが、両写本には とある（ ）。ここでは写本に従った。
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イェレドの子エノク
そしてイェレドの後に指導者になったのはイェレドの子エノクであった。イェレドは神を良く崇

拝していた。 歳になった後、彼にはメトシェラハが生まれていた。シェトの一族、彼らの妻や
子どもたちは山を下り始め、それによりエノクは苦しんだ。彼は、一族の者、すなわち、メトシェ
ラハ、レメク、ノアを呼び、「私は知っている。神はこの民 を、慈悲など一切ない大きな責
め苦で苛むであろうことを」と言った。ところで、エノクは [ 9 ]ペンで文字を書いた最初の人物で
ある。また、預言者イドリース その人のことである。エノクは息子たちに対して、神を厳か
に崇拝し、誠実に確実な行いをするように言い遺した。その後、 歳になった時、神は彼を天に
召した。

エノクの子メトシェラハ
そしてエノクの子メトシェラハが神を良く崇拝し 服従した。 歳になった後、彼にはレメク
が生まれていた。その後、神はメトシェラハの時代にノアに啓示を下したのである。神はノアに、
神が人々に対して洪水を起こすであろうことを知らせ、木で箱船を造るように命じた。ノアが
歳になった時、第 2千年紀が終わった。メトシェラハはアイルール月21日木曜日に死んだ。彼の
生涯は 年だった。

メトシェラハの子レメク
そしてレメクが、父［メトシェラハ］の後に神を良く崇拝し服従した。レメクが 歳になっ

た後、彼には子どもが生まれていた。彼の時代には、巨人 の数が増えるようになった。と
いうのも、シェトの一族がカインの血を引く女性たちと交わった時、彼らから生まれたのは巨人ば
かりだったからである。その後、死の時が近づくと、レメクは、ノア、セム 、ハム 、ヤ
ペテ 、そして彼らの妻たちを呼んだ。その時には、シェトの一族のうちで、カインの一族の
所に下りて行くことなく山に残っていたのは、彼らだけだった。その数は 人で、洪水以前に子を
儲けた者はいなかった 。そこでレメクは、彼らのために祈り神の祝福を祈願した。その後涙を流
し、彼らに対して言った。「これらの 人を除き一人も我が一族に属する者は残っていない。私は、
アダムとエバの二人だけを作り出し、後に二人の子孫を増やした神に希

こいねが

います。神が、悪しき民

『クルアーン』に登場する預言者（ ）。イドリースは、イスラームの伝承の中で『旧約聖
書』に登場するエノクの他にも、古代における伝説上の賢者ヘルメス・トリスメギストスと同一視されるこ
とで知られている。アラビア語で「学ぶこと」を意味するその語根の派生語として解釈できるためか、文字
や天文学など、古代にまで遡る知識を創出した人物とも伝えられる。 EI 2

刊本では となっているが、両写本は とある（ ）。ここでは写本に従っ
た。
刊本では となっているが、両写本には とある（ ）。
ノア、セム、ハム、ヤペテとその妻1人ずつで、合計 人と解釈した。
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のために用意したこの罰からお前たちを救い出し、[ ]地を満たすほどにお前たちの
子孫を増やすこと、我らの父アダムの祝福をお前たちに与えること、そして、お前たちの子孫に王
権を授けることを。私は死に行く者だ。罰を受ける人々 の中で、ノアよ、お前以外に助
かる者はいないだろう。故に、私が死んだ暁には、私を運び出して、宝の洞窟の中に安置しなさい。
そして、お前が箱船に乗ることを神が望んだ暁には、我らの父アダムの身体を運び出し、それを
伴って下りなさい。そして、箱船の上層の船室の中央に安置しなさい。さらに、お前とお前の息子
たちは箱船の東側に、お前の妻と息子の妻たちは箱船の西側に居るようにし、アダムの身体がお前
たちの間にあるようにしなさい。そして、お前たちは妻たちのもとに行ってはならないし、妻たち
もお前たちのもとに行ってはならない。彼女たちと飲食をともにしてはならないし、彼女たちに近
付いてもならない。お前たちが箱船から出るまでは（そのようにしなさい）。そして、洪水が引き、
箱船から地に出た暁には、アダムの身体の側で祈り、それから、お前の長男セムを後継者としなさ
い。彼に、アダムの身体を運び出させ、大地の中央に安置させ 、彼の息子の一人にそれを守らせ
なさい。彼の息子を、生涯神のために尽くす祭司 とし、妻と結婚させず、家を建てさせず、血
を流させず、獣であっても鳥であっても犠牲を捧げさせないように。そうすれば、神は天使たちの
中からある天使を遣わすだろう。そして、その天使は彼を大地の中央へと導き、彼と共にいること
だろう」と。レメクはアザール月 日日曜日の日中第 9刻に死んだ。彼の生涯は 年だった。

ノア
神は、ノアの父祖であり、預言者イドリースに相当するエノクの時代に、ノアに啓示を授けた。

ところで、神がイドリースを［高い地位］に上げた とも言われている 。神は、ノアに対して、彼
の民に警告し、彼らが犯していた罪を禁じ、彼らに神の罰を警告するように命じたのであった。す
るとノアは、神を崇拝し、彼の民のために祈願するようになった。彼は神 [11]を崇拝し民のために
祈願することに全身全霊を捧げ、 年間妻を持たなかったのである。その後、神は彼に、エノク
の子ナームーサー の娘ハイカル を妻とするように啓示を授けた。そして、神が地に
洪水を起こすであろうことを知らせ、ノアとその家族を救うために箱船を作るように命じた。さら
に、箱船に下層、中層、上層の三つの船室を設けるように命じた。また、箱船の長さを、ノアの腕
の長さを 1ズィラーウとして計算して、 ズィラーウに、幅を ズィラーウに、高さを ズィラー
ウにするように 、木製の棚を船内の仕切りとするように、下層の船室は駄獣、野獣、猛獣用に、

ケンブリッジ写本では が となっている（ ）。
この件

くだり

は、『クルアーン』にある「そして、われらは彼を高い地位に上げた」（ ）を受けてのものだと
考えられる。
刊本では、 となっているが、両写本では となっており（ ）、ここでは写本に従った。
なお、英訳では刊本の読みが採用されている（ ）。
ズィラーウはアラビア語で一般に腕尺を表す単位である。箱船の大きさについては、『旧約聖書』「創世記」
章 節の記述と一致しており、そこでは、「アンマ」という単位が用いられている。



145　

中層の船室は鳥用に、上層の船室はノアとその家族用にするように、上層には水瓶と食糧置き場を
設けるようにと命じたのであった。ところで、彼に子が生まれたのは 歳になった後のことだった。
ノアは箱船を作り終えたが、その際に、カインの一族、およびシェトの一族の中で彼らと交わっ

た者たちは、ノアが箱船 を作る様を見て、彼のことを嘲笑った。そして、ノアが箱船を作り終え
ると、彼らに箱船に乗るように呼びかけ、神が地の全てに洪水を起こし、罪を犯した人々から地を
清浄にするであろうことを知らしめたのであった。しかし、彼らのうちの誰一人として彼に応じな
かった。そこで、ノアとその一族は宝の洞窟に登り、アダムの身体を運び出した。そして、アザー
ル月 日金曜日に箱船の上層の船室の中央に安置した。その上で、鳥を中層の船室に、駄獣と猛
獣を下層の船室に収容した。そして、太陽が沈んだ時に、箱船の扉を閉じたのであった 。
神は天より水を放ち、大地に泉を湧き出させた。《そこで、（天と地の）水は、すでに定められた

事（洪水による民の溺死）の上に落ち合った（合流した）》。水は全ての大地と山を飲み込んだ。
そして世界は暗闇に包まれ、太陽と月の光は無くなり、その結果、昼と夜が同じになった。算術家

の説に従えば 、神が水を放つまさにその時に上昇点 にあったのは巨蟹宮であり、
一方で、太陽、月、土星、水星、昇交点 は [12]双魚宮の最後の分の位置にともにあったという。
日にわたり水は天地から溢れ続け、その結果、あらゆる山の上 ズィラーウ の高さに至るまで

上昇したのである。それから、大地の中で水が満たし覆い尽くしていない所がなくなった後、水は
止まった。箱船は地の全てを巡り、メッカに至るまで航行し、1週間、神殿 の周りを廻っ
ていた。それから ヶ月経つと水は退いた。それが始まったのは、アイヤール月 日で、ティシュ
リーン・アルアウワル月13日まで続いた。ノアはラジャブ月 1日に箱船に乗り、ムハッラム月に
《ジューディー の上に乗り上げた》、故に、その月は諸月の最初として数えられるようになったの

これ以前には、箱船を示す名詞として が使用されていたが、ここでは、 が使用されている。
『旧約聖書』「創世記」 章 節には、「こうして、ヤハウェは彼の後ろ［の出入口］を閉じた」とある。

。
英訳では占星術師 と訳されており（ ）、天文学者のようなものを指しているものと考えられる。
刊本では としているが、マンチェスター写本では となっており（ ）、ケンブリッジ写本で
は弁別点が振られていない（ ）。ここでは、マンチェスター写本に従った。
ビールーニー著『占星術教程の書』では、「これは東の地平線に現れる黄道帯であり、そこの宮が上昇点（ア
センダント）の宮であり、そこの度が上昇点の度である。それは任意の時のものである」（山本啓二、矢野道
雄訳「アブー・ライハーン・ムハンマド・イブン・アフマド・アル=ビールーニー著『占星術教程の書』（2）」
頁）と説明されている。

天球上の交点のうち、天体が黄道の内側から北側に通過する点。
水位については、『旧約聖書』「創世記」 章 節の記述と一致している。
刊本では となっているが、両写本には （ ）とある。ここでは両写本に従った。英訳でも

という読みが採用されている（ ）。
山の名前。『旧約聖書』「創世記」 章 節では、箱船が流れ着いたのは現在のトルコとアルメニアにまたがる
アララト山だとされるが、『クルアーン』ではジューディー山だとされる。この山はジャズィーラ・イブン・
ウマルの北東約 の地点に位置する（ “ ” EI 2）。

。



　

だ 、と伝える者もいる。しかし、啓典の民はこれには異を唱えている。
モスル の地に位置する山である《ジューディーの上に乗り上げた》時、神は天からの水
に対して命じると、水はもとあった場所へと戻った。また、神が地に命じると、地はその水を飲み
込んだのである。その後、箱船が止まってから、ノアは ヶ月間（船内に）留まった。それから彼
は、水に関する情報を手に入れるために烏 を放ったが、烏は、死骸が水の上を漂っている
のを見つけると、その上に止まり、戻ることはなかった。それから彼は、鳩を放ったが、鳩はオリー
ブの若葉を携えて戻ってきた。かくしてノアは、既に水が退いたことを悟り、アイヤール月 日、
外に降り立った。彼が箱船に乗ってから外に降り立つまでに、実に1年と 日の歳月が流れていた。
彼とその一族は大地に降り立つと、町を作り、それを「サマーニーン 」 と名付けた。ノ
アは箱船から外に降り立ち、人々の骨が転がっているのを見ると、それにより、心を痛めて悲しん
だ。その彼に対して神は、「以後、決して地に洪水をもたらすようなことはしない」という啓示を
授けた。ノアは外に降り立つと、錠で箱船を封印し、息子セムにその鍵を手渡した。その後ノアは、
種を蒔き、葡萄を育て、地を豊かにしたのである。
ある日ノアは眠っていたが、彼の服が開

はだ

けてしまっていた。その時、息子ハムは彼の陰部を見て、
笑った。一方で、ハムの兄弟であるセムとヤペテはそれを聞くと、服を手に取り、[13]ノアのもと
に持って来た。その際に、彼らは顔をノアから背けていた。そして、ノアに服をかけたのであった。
ノアは眠りから覚め、事の次第を知ると、ハムの子カナン を呪った。一方で、ハムを呪う
ことはなかった。ハムの一族には、キブト 、ハバシャ 、ヒンド がいた。カナンは、
ノアの一族の中でカインの末裔の所業に立ち戻った最初の男だった。娯楽に興じ、歌を歌い、横笛
を奏で、太鼓、リュート、シンバルを鳴らした。彼は、娯楽や虚栄という点で悪魔に忠誠を誓った
のである。
ノアは大地を息子たちに分け与えた。セムには大地の中央、聖域とその周辺地域、さらには、ヤ

マン からハドラマウト 、そこからウマーン 、そこからバフライン

刊本では となっているが、マンチェスター写本では代名詞が落ちている（ ）。一方で、ケンブ
リッジ写本ではこの代名詞は後で補われているように見える（ ）。

。
英訳では烏 と訳すべきかワタリガラス と訳すべきか考察されており、ワタリガラスと訳されてい
る（ ）。ただし、ここでは『旧約聖書』「創世記」 章 節の日本語訳に基づき烏と訳出した。内容は少
し異なるが、ノアが烏と鳩を放った話については、『旧約聖書』「創世記」 章 節にある。
『宝の洞窟』においては、箱舟から降り立ったのがノアと 人の息子と彼らの妻たち 人で 人であり、シリ
ア語の「 」に由来する地名であることが補足的に記されている（ ）。

　　しかし、「サマーニーン」はアラビア語で という意味となるため、例えばマスウーディー著『黄金の牧場』
などには、ノアの家族以外に 人の人が箱船に乗船していたという記述があり（

）、その数に因んだ地名だとされる。ただし、この人数については、タバリー著『諸預言者と諸王
の歴史』に、諸説が列挙されており、 人説以外の伝承も存在していたことがヤアクービー以外のアラビア語
の歴史叙述からも確認できる（

）。
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、そこからアーリジュ 、ヤブリーン 、ワバール 91、ダウウ 92、ダフ
ナー 93に至る地を与えた。一方で、ハムには西方の地および沿岸地域

を与えた。ハムには、クシュ 、カナン 、ヌーバ 、ザンジュ
、ハバシャ が生まれた。ノアの子ヤペテは、東方と西方の間の地域におさまった。彼

には、ゴメル 、トバル 、マダイ 、メシェク 、マゴグ が生まれた 。
そして、ゴメルにはサカーリバ 、トバルにはブルジャーン 、マダイにはトゥルク

とハザル 、メシェクにはアシュバーン 、マゴグにはゴグ とマゴグ が
生まれたのである。彼らは、トゥルク の地の東の地域に住んだ。また、サカーリバとブル
ジャーンは、ルーム人 が住まう以前、ルーム 99の地に住んでいた。これらが、ヤペテの一族で
ある 。
ノアは箱船から外に降り立った後、 年間生きた。死がノアに訪れた時、彼の 3人の息子セ
ム、ハム、ヤペテ、そして、彼らの一族がノアのもとに集まった。ノアは、神を崇拝するように彼
らに遺言をし、命じた。さらに、ノアはセムに命じた。「私が死んだ暁には、箱船に入ること。そ
の行為を誰にも悟られないようにすること。アダムの身体を運び出すこと。アダムの身体を運ぶ際
には、[ ]セムの子レメク の子メルキツェデク を伴うこと。まことに、神が彼
を選び、地の中央の聖なる場所においてアダムの身体とともにある者としたのだ」と。ノアは続け
てセムに言った。「セムよ、お前とメルキツェデクが出立する暁には、神が天使たちの中からある
天使を遣わし、お前たちをその道へと導き、大地の中央を指し示すだろう。その際には、お前の行
いを誰にも知らせてはならない。この行為はアダムの遺言そのものであり、アダムが彼の子孫に遺
言し、その後、代々遺言を重ね、最後にお前に伝わったものなのだ。そして、天使がお前たちに指

アラビア半島中央部の巡礼路近くに広がる砂漠地域（
）。

アラビア半島東部に広がる砂漠の地域で、バフライン地方に属している（ EI 2）。
91 アラビア半島の伝説上の町で、アード、サムード、ジャディース、タスムの民としばしば関連付けられる（

EI 2）。
92 メッカとバスラの間にある地域（ ）。
93 ヤマーマ地方とバフライン地方を分ける砂漠地域（ EI 2）。
英訳では、後者が北アフリカおよび東アフリカ沿岸地域を指すとされている（ ）。
マンチェスター写本では に、ケンブリッジ写本では になっているが（ ）、ここでは
刊本に従った。これ以降の名前も同様。
両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。これ以降の名前も同様。
ヤペテの子どもの名前については、ほぼ『旧約聖書』「創世記」 章2節に対応している。
両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。

99 地域名としてはアナトリア半島を意味する言葉（太田敬子「ルーム」『新イスラム事典』）。
以上に見られる名前の中には、『旧約聖書』に見られるノアの子孫たちの名前と、地名から採られた名前が混
在している。イスラーム世界の都市や地域、民族等の名の起源として、こうした系譜が用いられることは少
なくない。
両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。
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し示した場所に到着した暁には、そこにアダムの身体を安置しなさい。その上で、メルキツェデク
にアダムの身体から離れないように、そして、神への崇拝以外のことを行なわないように命じなさ
い 。さらに、結婚をしないように、家を建てないように、血を流さないように、野獣の皮から作っ
た服以外を着ないように、髪や爪を切らないように、一人で座るように、そして、大いに神を称賛
するように命じなさい 」と。その後、ノアはアイヤール月の水曜日に死んだ。彼の生涯は、まさ
に神が《1,000年に50年欠ける間》 と言っている通りに、 年であった。

ノアの子セム
そしてノアの子セムが、父［ノア］の後に神を良く崇拝し服従した。セムが 歳 になった後、
彼にはアルパクシャド が生まれていた。その後、セムは出発し、箱船の扉を開いた 。
そして、アダムの身体を持ち出し、兄弟 や家族には内密に、アダムの身体を伴って地上に
降り立った。彼は二人の兄弟ヤペテとハムを呼び、言った。「父は私に遺言し命じた。海に行き、
地を検分し、そして戻るように、と。故に、私がお前たちのもとに戻る前に動いてはならない。そ
して、私の妻と子どもの面倒をよく見るように」と。ヤペテとハムはセムに対して言った。「神の
ご加護のもとに行ってきてください。既にご存知のように、大地は荒廃しています。我々は、貴方
が猛獣に襲われることを危惧しています」と。セムは言った。[ ]「神が天使たちのうちのある天
使を遣わしてくれるだろう。故に、私は何も恐れてはいないのである。神が御望みになるならば」
と。そしてセムは、息子のレメク を呼び、彼とその妻ヤーワズダク に対して
言った。「お前たちの息子メルキツェデクを私とともに派遣しなさい。道中、彼が私と共に居るよ
うに」と。二人はメルキツェデクに対して「お行きなさい、正しく導かれし者として」と告げた。
その後、セムは二人の兄弟、家族、一族の者に対して言った。「既にお前たちも知っているように、
我らの父ノアは私に遺言して命じたのである。箱船の扉を閉じるように、そして、私もそれ以外の
何人たりともその中に立ち入らないように、と。故に、お前たちのうち誰一人として箱船には近づ
いてはならない」と。その後、セムは出立したが、その時にはメルキツェデク が彼に同行した。
すると、天使が彼らのもとに現れ、彼らの伴をし続け、最後には彼らと一緒に、アダムの身体を安
置するように命じられていたその場所へと辿り着いたのである。その場所は、一説では、ミナー・

両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。
となっているが、文意から命令形で解釈した。
。

両写本には はなく（ ）、刊本ではこれが補われている。ここでは刊本に従った。
刊本では となっているが、両写本では となっており（ ）、ここでは写本に従った。
両写本では、 となっているが（ ）、刊本では と直されている。ここでは写本に従った。
両写本では、 となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。
刊本では壊れた形であると見なされている。英訳では、ヨゼデクであると解釈されており（ ）、これは
『宝の洞窟』におけるレメクの妻の名を採ったものである（ ）。

とあるが、孫のメルキツェデクだと解釈した。
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モスク 111のミナレットの側
そば

だと言われている。一方で、啓典の民は、その場所は聖な
る地に属するシリア の地であると主張している 112。地が開き、彼らはその中にアダムの身体
を安置した。その後、その上で地が閉ざされたのである。そして、セムは、セムの子レメクの子メ
ルキツェデクに言った。「ここに座し、神を良く崇拝しなさい。そうすれば、神は、毎日、お前に
天使たちのうちのある天使を遣わし、お前と共に居させるであろう」と。それから、セムは彼に挨
拶をして立ち去り、家族のもとへと戻った。すると、息子レメクがメルキツェデクのことについて
彼に尋ねてきた。セムは「メルキツェデクは道中で死んでしまい、私が葬った」と答えた。すると、
メルキツェデクの両親は彼を思って悲しんだ。その後、死がセムに訪れると、彼は息子アルパク
シャド 113を後継者とした。セムはアイルール月 日木曜日に死んだ。彼の生涯は 年
だった。

セムの子アルパクシャド
そして、セムの子アルパクシャドが神 を崇拝し服従した。アルパクシャドが 歳になった後、
彼にはシェラハ が生まれていた。既にノアの一族は諸国に散らばっており、その中から、巨
人や暴虐な者の数が増えていた。[ ]ノアの一族を堕落させたのは、ハムの子カナンであった。彼
らは罪深き行為に手を染めるようになっていた。アルパクシャドに死が訪れた時、彼の息子たちと
家族が彼のもとにやって来た。するとアルパクシャドは彼らに対して、神を崇拝し、罪深き行為を
慎むように遺言した。そして、息子シェラハに対して、「私の遺言を受け入れなさい。そして、私
亡き後は、お前の一族を率いて神を崇拝しなさい」と言った。アルパクシャドはニーサーン月23

日日曜日に死んだ。彼の生涯は 年だった。

アルパクシャドの子シェラハ
そして、アルパクシャドの子シェラハが、彼の民の指導者となった。彼は彼らに対し神に従うよ

うに命じ、神に背く行為を禁じた。そして、罪深き人々にもたらされる懲罰や処罰について警告し
た。シェラハが 歳になった後、彼にはエベル が生まれていた。その後、死がシェラハに
訪れると、彼はシェラハの子エベルを後継者とし、呪われしカインの一族の所業を避けるように命
じた。シェラハはアザール月13日月曜日に死んだ。彼の生涯は 年だった。

111ミナーは、メッカの聖モスクから東へ約 離れた、岩山に囲まれた細長い谷間である（「森伸生「ミナーの
谷」『岩波イスラーム辞典』）。

112『宝の洞窟』ではメルキツェデクがアダムの遺体を安置したのは「ゴルゴダ の丘」であるとされてい
る（ ）。

113両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。
刊本の底本とされたケンブリッジ写本では としかなく（ ）、刊本では [ ] と角括弧で
という文句が補われている。一方、マンチェスター写本には、 の文句があるため（ ）、ここではマ
ンチェスター写本に従った。
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シェラハの子エベル
そして、シェラハの子エベルが指導者となり、彼の民に神に従うように呼びかけた 。また、ノ
アの子セムの一族に対し、ハムの子カナンの末裔と交わることのないようにと警告した。カナンは
父祖の信仰を変質させ、罪深き行為を犯した者であった。エベルが 歳になった後、彼にはペレ
グ ā が生まれていた。その後、死がエベルに訪れると、彼は息子ペレグを後継者とし、彼に対
して言った。「息子よ。呪われしカインの一族が神に対する罪深き行為を数多く為し、シェトの一
族が彼らに加わった時には、神は彼らに対して懲罰を与えた。故に、お前もお前の民もカナンの一
族の共同体 に加わってはならない」と。エベルはティシュリーン・アルアウワル月23日木曜
日に死んだ。[ ]彼の生涯は 年だった。 年だったとも言われている。

エベルの子ペレグ
そして、エベルの子ペレグが、エベルの後に指導者となり、民に神に従うように呼びかけた 。
彼の時代に、ノアの一族がバビロン に集まった。それは次の通りであった。ノアの子セムの
子アラム の子マシュ がバビロンの地に入り、そこで、巨人ニムロド とナビート

を儲けた。ナビートはナバテア人 の祖にあたり、水路を引き 、木を植え、土地を耕した最
初の者であった。彼らの言葉は一様に、アダムの言葉であるシリア語 であった。彼らはバー
ビルに集まった時、互いに「その基層が大地に接しており、その頂点が天に届くような建物を建て
ようではないか」と言った。建物の建築に取り掛かると、彼らは「それを洪水から我らを守る砦に
しよう 119」と言った。すると神は、彼らの砦を破壊し、言葉を に分けてしまった。彼らはその住
まう場所に応じて、 の集団に分かれたのである。セムの一族には19の言葉、ハムの一族には
の言葉、ヤペテの一族には の言葉があった 。彼らは、自分たちが陥った状況を目の当たりにす
ると、エベルの子ペレグのもとに集まった。彼は彼らに「お前たちの言語が分かれてしまった故に、
お前たちは一つの地には居られない」と言った。彼らは「我らの間で地を分割してください 121」と
応じた。そして、ペレグは彼らの間で大地を分けたのであった。スィーン （中国）、ヒンド
、スィンド 、トゥルク 、ハザル 、トゥッバト （チベット）、ブルガル

両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。
両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。
ヘレニズム時代、ローマ時代にアラビア半島北西端で交易などを活発に行ったアラブ系住民（小川英雄・春
田晴郎「ナバテア人」『古代オリエント事典』日本オリエント学会編、岩波書店、 年）。

という と同じ語根の動詞が用いられている。
119マンチェスター写本では に、ケンブリッジ写本では となっているが（ ）、刊
本では、 と直されている。ここでは刊本に従った。
マスウーディー著『黄金の牧場』では、それぞれ、19、 、 となっている（

）。
121ケンブリッジ写本では となっており（ ）、これが刊本では と翻刻されているが、ここ
ではマンチェスター写本の という読みを採用した（ ）。
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、ダイラム 、ホラーサーン の地の周辺地域はノアの子ヤペテの末裔のもの
となった。この時にヤペテの一族の王であったのは、ジャムシード 122だった。また、西
方の地、およびユーフラテス河 の向こうの地域 123から日の沈む土地まではハムの末裔のもの
に、そして、ヒジャーズ 、ヤマン、および残りの土地はセムの一族のものとなった。ペレグ
が 歳になった後、彼にはレウ が生まれていた。死がペレグに訪れた時、彼は息子レウを
後継者とした。ペレグは [ ]アイルール月12日金曜日に死んだ。彼の生涯は239年だった。

ペレグの子レウ
そして、ペレグの子レウが父（ペレグ）の後に指導者となった。既にその時には、言葉は の
集団ごとに分かれていたのである。セムの一族には19の集団、ハムの末裔には の集団、ヤペテ
の末裔には の集団がいた。彼の時代には、巨人ニムロドが活躍し、拠点をバビロンに構えていた。
彼こそが宮殿の建設を始めた者であり、最初に王冠を作った者である。ニムロドの治世は 年だっ
た。レウが32歳になった後、彼にはセルグ が生まれていた。レウが 歳になった時、第 3

千年紀が終わった。死がレウに訪れると、彼は息子セルグを後継者とした。レウ はニーサーン月
日水曜日に死んだ。彼の生涯は 年だった。

レウの子セルグ
そして、レウの子セルグが、父［レウ］の死後にセムの末裔の指導者となった。既にその時には、

巨人たちの数はいや増し、大地で暴虐の限りを尽くしていた。セルグの時代に、偶像崇拝が始まっ
た。偶像にまつわる事柄の始まりは次の通りであった。人が亡くなった際に、大切な父、兄、息子
といった死者のためにその者の姿をした偶像を作り、その偶像を死者の名で呼んだのである。そし
て、その後の世代の子孫たち は、偶像は崇拝のため 作られたと考え、また悪魔も彼らにそのよ
うに囁いたために、彼らはそれを崇拝したのであった。その後、神は彼らの宗教を分岐させた。彼
らの中には、偶像を崇拝する者、太陽を崇拝する者、月を崇拝する者、鳥を崇拝する者、石を崇拝

122マンチェスター写本では （ ）に、ケンブリッジ写本では となっているが（ ）、
ここでは刊本に従った。ジャムシードは古代ペルシアの伝説上の王の名前で、ヤアクービーは 代目の王で、
寿命は 年であったとしている（ ）。

123具体的にどの地域を指しているのか明確ではないが、イスタフリー著『諸道と諸王国の書』の中に「ユーフ
ラテス河の向こうの土地であるシリアの全て 」という表現があり、これはバ
グダードの方面から見たユーフラテス河の向こう、すなわちシリア以西の領域を指していると考えられる（

）。ここでのヤアクービーの用法も同様にバグ
ダードから見て西方を指しているのであろう。
マンチェスター写本では  に、ケンブリッジ写本では  となっているが（ ）、
刊本では  と直されている。ここでは刊本に従った。これ以降の名前についても同様。
刊本ではここだけ  という形になっている。

ケンブリッジ写本では となっている（ ）が刊本およびマンチェスター写本（ ）に従った。
両写本では の後に があるが（ ）、刊本では削除されている。ここでは刊本に従った。
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する者、木を崇拝する者、水を崇拝する者、風を崇拝する者がいた。[19]その彼らを悪魔は誘惑し、
道に迷わせ、暴虐にさせたのであった。セルグが 歳になった後、彼にはナホル が生ま
れていた。死がセルグに訪れると、彼は息子ナホルを後継者とし、神を崇拝するように命じた。セ
ルグはアーブ月 日日曜日に死んだ。彼の生涯は 年だった。

セルグの子ナホル
ナホルは父［セルグ］の地位に就いた。その後、彼の時代には、偶像崇拝が盛んになった。それ

故、神が大地に命じると、大地震が彼らを襲った。その結果、それらの偶像は地面に倒れたが、彼
らはそれについては気にも留めず、偶像を元あった場所へと戻した。彼の時代には、魔術、託宣、
鳥占いが行なわれるようになった。人は悪魔のために我が子を犠牲に捧げた。また、度量衡が定め
られた。ナホルの生涯は 年だった。その時代の巨人たちは、ノアの子セムの子アラムの子ウツ
の子アード （の民）であった129。既に彼らは諸国に散らばり、ハドラマウトの高地からナジュ

ラーン の谷にかけての地域に住んでいた。彼らが堕落し暴虐の限りを尽くした時、神は、
ノアの子セムの子アラムの子ウツの子アードの子ジャルード の子フード 131を遣わした。
フードはアードの民に神を崇拝し、神に従い、禁じられた行為132を行なわないように命じた。しか
し 133、彼らはフードを嘘つきだと見なした。すると神は、3年間、彼らから雨を奪った。そこで彼
らは、代表を聖なる神殿 へと派遣し、彼らのために雨乞いをさせた。彼らは 日間、
朝、神殿の周りを廻り、サアイ儀礼を行い続けた 。その後、彼らの前に二つの雲が現れた。

ケンブリッジ写本では となっている（ ）。
129アードの民は、クルアーンにも言及される、古代のアラビア半島にいたとされる人々。彼らは巨人であった
とされる。アード族については、前嶋信次「古代アラビアの二民族：アードとサムード」『アラビア研究論叢：
民族と文化』日本サウディアラビア協会， ， 頁、および堀内勝「亡びたアラブ・アード族伝承（1）」
『中部大学国際関係学部紀要』 （ ）， 頁、堀内勝「亡びたアラブ・アード族伝承（2）：預言者フー
ドの活動及びアード族の滅亡」『中部大学国際関係学部紀要』 （ ）， 頁、堀内勝「亡びたアラブ・アー
ド族伝承（3）：長命者ルクマーンのこと」『中部大学国際関係学部紀要』 （ ）， 頁を参照。
前イスラーム時代より栄えたアラビア半島南西部のオアシス都市で、同地域のキリスト教最大の拠点となっ
た（蔀勇造「ナジュラーン」『岩波イスラーム辞典』）。

131刊本ではジャルードではなくハルード と読まれており、タバリー著『諸預言者と諸王の歴史』を典拠
として、フードとハルードの間に、アブド・アッラー とリバーフ の 2人が補われている
（ ）。
　　フードの系譜については、①アード裔説、②アルパクシャド裔説、③ユダヤ人説、と大きく分けて3種類の
伝承が広まっており、ヴァリアントも多い（堀内勝「亡びたアラブ・アード族伝承（2）：預言者フードの活
動及びアード族の滅亡」 頁）。どのヴァリアントが正しいのか断言することは難しく、ここでは両写本に
おける表記に従った（ ）。

132マンチェスター写本では、 となっているが（ ）、ここではケンブリッジ写本と刊本に従い
と読んだ（ ）。

133刊本では、 となっているが、両写本では となっており（ ）、ここ
では写本に従った。
イスラーム教における大巡礼および小巡礼の行事の一つで、サファーの丘とマルワの丘の間を 回行き来す
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一つは 白い雲で、その中には雨と慈悲があった。もう一つは黒い雲で 、その中には罰と試練が
あった。そして、彼らは「お前たちが望むいずれかの雲を選びなさい」と彼らに呼びかける声を聞
いた。すると、彼らは「黒い雲を選びます」と答えた。すると、黒い雲が動き、彼らの頭上を覆っ
たのである。その雲が彼らの国に近付いてきた時、フードは彼らに対して言った。[ ]「この雲の
中にあるのは罰で、それは既にお前たちを覆ってしまったのだ」と。これに対して、彼らは「いい
え、それは《われらの雨を降らす雲である》」 と答えたのだった。かくして、黒い風が吹き、全
てを焼き尽くしてしまった。彼らの中で生き延びた者はフードを除いていなかった。また、アード
の子ルクマーン が生き延び、 匹分の鷲に相当する寿命を生きたという説もある 。アード
［の民］が滅びた後、その国々に住んだのはノアの子セムの子アラムの子サムード の子ゲ
テル の子サムード の民であった 139。その支配者たちが居を構えたのはヒジュル
である。彼らが暴虐の限りを尽くすようになると、神は彼らに対して、サムード の子サードゥー
ク の子ターリフ の子サーリフ を預言者として遣わした。彼らは、サーリフに奇
跡をもたらすように求めた。すると神は、雌ラクダをその子ラクダとともに大地より創った。サー
リフは彼らに「一日はこの雌ラクダが水に近付くための日で、もう一日はお前たちのための日であ
る。故に、雌ラクダを水から遠ざけないように注意しなさい」と言った 。しかし、彼らはサーリ
フを嘘つきだと見なした。彼らの中からクダール と呼ばれる男が出て、雌ラクダを傷付けた。
彼は、剣でその腱を断ち切ったのであった。すると、子ラクダは大地の高い場所に登り、泣き叫ん
だ。その結果、神は彼らに対して罰を授けた 。彼らの中で逃げ延びることができたのは、ザリー

る行
ぎょう

のこと（森伸生「サアイ」『岩波イスラーム辞典』）。これに類することを指すものと考えられる。
マンチェスター写本では となっているが（ ）、ここではケンブリッジ写本と刊本に従い と読ん
だ（ ）。
刊本では、この後に という言葉があるが、両写本にはない（ ）。ただし、この語句の補いは
適切なものだと判断し、刊本に従い訳出した。

。刊本では、この部分は『クルアーン』からの引用とはされていない。ちなみに、フードがアードの
民に警告を行ったというこの物語とほぼ同様の物語が『クルアーン』の中に存在する（ ）。
鷲の寿命は 年であるとも 年であるもの考えられていた（堀内勝「亡びたアラブ・アード族伝承（3）：
長命者ルクマーンのこと」 頁）。

139例えば、マスウーディー著『黄金の牧場』では、サムードは、アラムの子ゲテルの子とされるなど（
）、アードと同様に、その系譜には複数のヴァリアントが存在した。

アラビア半島北西部に位置し、「マダーイン・サーリフ （サーリフの町）」と呼ばれるようになっ
た都市（ EI 2）。
両写本では となっているが（ ）、刊本では と直されている。英訳も刊本に従ってい
るが、『クルアーン』においてサーリフがサムードへの預言者として遣わされたされていることから、ここで
は写本に従った。
両写本では となっているが（ ）、ここでは刊本に従った。
完全な引用ではないが、『クルアーン』には「彼は言った。『これは一頭のラクダで、それには水飲みがあり、
あなたがたにも周知の水飲みの日がある。それでそれに害を加えてはならない。さもなければ、大いなる日
の懲罰があなたがたを捕らえるでしょう』」という文言がある（ ）。
サーリフに関する物語は『クルアーン』の中に複数回登場し、サムードの民が預言者であるサーリフの言葉
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ア という 1人の女性だけであった。件のクダールはアラブ人たちに諺として使われるよう
になった。

ナホルの子テラハ
ナホルの子テラハは神の友アブラハム の父にあたり、巨人ニムロドの時代を生きた人物

である。そのニムロドというのは、火を崇め、火を拝んだ最初の人物であった。その経緯は次の通
りであった。大地から火が起こり、ニムロドはその火に近付き、それを拝んだ。その時に、その火
の中から悪魔が彼に囁いたのであった。すると、ニムロドはその上に建物を築き、管理者を置いた。
その時代に人々は天文学に従事するようになった。彼らは日食や月食、および惑星や恒星

［の動き］を計算し、[21]天体や天宮について議論を重ねた。このことについてニムロ
ドに教えたのは、ヨントン という名の男だった。テラハはアブラハムの父アーザル

にあたるが、彼は巨人ニムロドと共にいた 。天文学者たちはニムロドのために計算し「貴
方の国に生まれる赤子が貴方の宗教を汚し、貴方を貶め、貴方の偶像を破壊し、貴方の民を離散さ
せるでしょう」と言った。するとニムロドは、彼の国に生まれる赤子は皆その腹を割くようにと定
めた。その後、アブラハムが生まれたが、両親は彼を隠し、彼が生まれたことを秘匿した。そして、
誰も彼について知ることができないような洞窟に彼を隠しておいたのであった。アブラハム生誕の
地はクーサー・ラッバー であった。アブラハムの誕生は、テラハが 歳になった
後のことであった。アブラハムの父テラハは 年間生きた。

を警告を受け入れずにラクダの腱を切り、神によって滅ぼされたことが語られる（
）。例えば、91章では「それでアッラーの使徒（サーリフ）は彼らに言った。『アッ

ラーのラクダとその飲み水を（警戒し、それに近づくな）』。ところが、彼らはそれを嘘として否定し、その（ラ
クダの）腱を切った（殺した）。そこで彼らの主は彼らの罪ゆえに彼らを根絶し（懲罰で蓋い）、それを均し
給うた」と、この部分に対応する物語が見られる（ ）。
英訳に従い、ヨントンと解釈した。ヨントンは、ノアの 人目の息子の名前で、ニムロドとともに学んだと
される人物であるという（ ）。
『クルアーン』にはイブラーヒームの父の名はアーザルだと記されている（ ）。
マスウーディー著『黄金の牧場』には、ニムロドはその中より自分を凌駕する王が現れることを恐れ、赤子
を殺すように命じたが、彼は洞窟の中に隠れ、難を逃れた、とある（
）。

『旧約聖書』「創世記」に登場するクタに相当する町。バビロンの北東部に位置する廃墟の丘テル・イブラーヒー
ムに相当すると考えられている（「クタ」旧約新約聖書大辞典編集委員会『旧約新約聖書大辞典』教文館、

年、 ）。


